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1996 年京大理□2  

直線 l の方向ベクトルは )0,1,1(  であり、点 )0,0,1(A を通り 

l に垂直な平面 の方程式は 0)1(  yx  1 xy  

 

 と辺 PCPB, との交点を、 CB , とし、これらの座標を求める。 
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四面体 ABCPと が交わってできる図形は、△ CBA  である。 

辺 BA は xy平面上にあり、 
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BA を底辺にとれば、高さはC の z 座標に等しいから 
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t における、 )(tS の増減は右の通り。 

)(tS は
2

21
t において最大であるから、求める最大値は 
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